
                地域密着型金融の取組事例 2011 年 11月 

ブルーベリー摘み取り体験付き定期積金（東京都）ＪＡ東京みなみ 

 

タイトル ブルーベリー摘み取り体験付き定期積金 ＪＡ名  ＪＡ東京みなみ  

１ 動機 

（経緯） 

 ＪＡらしい商品を通じて新たな顧客の発掘と、地域農産物のアピールまた地産

地消を推進し、生産者と消費者の距離を縮め地元に対する理解を深める事を目的

とし、平成 22年 8月 2日～同 9月 30日までの 2ヶ月間を取扱期間として限定 400

口座を募集しました。 

 

２ 概要 ・対 象 者     個人 

・給付契約額、期間     50 万円以上、3年以上 

・摘 み 取 り 期 間     平成 23 年 7 月下旬より 8月中旬まで 

・摘 み 取 り 券     50 万円を 1 口とし摘み取り券 1枚を付与（500ｇ相当）

・実 施 農 園     事前に収穫体験受入れの申し込みを受けた日野市、多摩

市、稲城市の 22農園 

３ 成果 

（効果） 

多くのお客様に好評をいただき、2ヶ月の取扱期間を待たずに完売しました。 

契約件数 437 件 

給付契約額 226,637 千円 

地元農業、地域生産物に対する利用者の理解が深まり、地域生産物のアピールと

ともにＪＡのイメージアップにもつながりました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

好評につき 23 年度も取扱いを継続します。（8月～9月） 

また本商品を定着化させるとともに受入農園および限定募集数の拡大を図り、Ｊ

Ａらしさを感じていただける商品の推進に努めます。 

 

 


